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且．はじめに  

に定式化される。  複数の制約条件式の非線形整数計画問題  

を解くことは、近年ますます重要になって  

きている。その反面、品質のよい解を得る  

ことは一般に難しい。そこで本研究では代  

理制約法を用いる。代理制約法は、駅αlover  

によって数理計画法の分野に取り入れられ  

たものであり、代理乗数を用いることで原  

問題の複数制約条件式を単一灸件式とした  

代理問題に変換する手法である。また、原  

問題が準凸であるときは、複数の制約条件  

式に乗ずる代理乗数を適当に決定すれば、  

代理問題の最適解は原問題の最適解と一致  

することが示されている【1】。しかし、離散  

問題を緩和して考えた代理双対問題は代理  

双対ギャップが存在することが多い。この  

場合、代理双対問題の最適解は一般に原問  

題の最適解と一致せず、実行可能解となる  

とは限らない。このときは、単に原問題の  

目的関数の上限値を与えるだけである。本  

研究では、代理双対ギャップを最′川こする  

意味で最適な代理素数を決定するアルゴリ  

ズムを提案し、計算機実験によりその特性  

を調べる。  

【p】  max′（Ⅹ）  

Subjectto g（Ⅹ）≦馳  

Ⅹ∈∬⊂月〃，   

ここでⅩ＝（∬1，∫2，…，∬〝）rはN次元整数値変  

数ベクトル、′（∫）は整数値目的関数、  

g（∬）＝（gl（∬），g2（∫），…，g〟（∬））rはM次元整  
数値ベクトル制約関数、ム＝（みいち，…，∂〟）rは  

M次元整数値ベクトル制約許容量である。  

この原問題【p】を代理乗数uを用いてつぎ  

の代理問題に変換する。  

【〆（〟）】 max ′（∬）  

Subjectto p（u，X）≦b， X∈X  

ただし、   
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2．問題  

多次元非線形整数計画問題はつぎのよう  
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3．2Dyerアルゴリズムの改良   
〟－】  
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である。さらに原問題【P】の代理双対問題  

【〆β】は以下の通りになる。  

Dyerアルゴリズムでは、原問題の制約条  

件数が増加すると代理乗数を求める過程に  

おいて計算速度とメモリ速度の低下が生じ  

る。÷れは、制約秦件り個数が増えるにつ  

れて、解くべき問題のサイズが大きくなる  

ためである。そこで、Dyerアルゴリズムの  

改良を行い、計算速度とメモリ速度の改善  

をする。その改良法は、その代理乗数を決  

定する過程において、内接する円の半径の  

大きさに全く関係していない切断面、及び  

関係しているがその割合が小さい切断面を  

削除する。  

［PSD］   min（opt［PS（u）〕：u∈U）  

ただし、叩亘♪∫（〟）】は代理問題叩／［P∫（可】  

の最適解における目的関数値である。  

3．最適な代理乗数を決定するアルゴリズム  

最適な代理乗数を決定する手法として、  

Dyerアルゴリズム【2】，COPアルゴリズム【3】  

などが提案されている。本研究では、Dyer  

アルゴリズムを取り上げ、さらにそのアル  

ゴリズムの改良を提案する。  

4．計算機実験   

擬似乱数を用いて生成したテスト問題に  

より計算機実験を行った。計算結果及び考  

察は研究発表会当日に行う。  3．1Dyerアルゴリズム   
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多面体Ulから出発する。第k番目の多面  

体Uk において内接する半径が最大になる  

円の中心を求め、代理乗数〟▲とする。【2】こ  

の代理乗数を用いた代理問顔を解くと同時  

に切断面を得る。その切断面により狭めら  

れた新しい多面体ができる。以上の操作を  

多面体が十分に小さくなるまで繰り返す。  

なお、狭められた多面体の第j番目の内接  

円の半径を4とし、その最大値をr川とする。   
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